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～ＧＩＧＡスクール構想の実現へ～ 

多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、  

子供たち一人一人に公正に個別最適化され、 

資質・能力を一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境の実現へ 

石川県教員総合研修センター 

 ＧＩＧＡ校内研修 スタートブック 
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ＧＩＧＡ校内研修の進め方（参考資料）も 

合わせてご覧ください。 

「スマートスクールネット→オンライン研修→GIGA スクール

ライブラリ」よりダウンロード可能です。 

 

https://cms2.ishikawa-c.ed.jp/community/%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E7%A0%94%E4%BF%AE
https://cms2.ishikawa-c.ed.jp/community/%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3%E7%A0%94%E4%BF%AE
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 ＧＩＧＡ（Global and Innovation Gateway for All）スクール構想の目的 

・１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、特別な支援を

必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化さ

れ、資質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT環境を実現する

・これまでの我が国の教育実践と最先端の ICT のベストミックスを図ることにより、教師・児

童生徒の力を最大限に引き出す

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【令和６年度ＧＩＧＡスクール対応研修 全体概要】 

1 ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて 

ＧＩＧＡ校長研修［オンデマンド配信］ 

3 月 22 日(金)～3 月 28 日(木) 

ＧＩＧＡ副校長･教頭･部主事研修［ライブ配信］ 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修(第 1 日) 

4 月 22 日(月) AM(高等学校・特別支援学校) 

4 月 25 日(月) PM(小学校・中学校) 

副校長・教頭・部主事 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー 

（校長が年度当初に指定） 

〈校内のＧＩＧＡスクール構想を推進する〉 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修(第２日) 

［ハイフレックス（ ）］ 

各校の教育課題に応じて、以下より１つ選択する。 

6 月 17 日(月)PM 

7 月 31 日(水)PM 

11 月 5 日(火)PM 

※令和３～５年に GIGA 校内研修推進リーダー研修を受講し
ていない場合は、集合型を選択することが望ましい。

校 長 

校内研修の 

企画・運営 

石川県教員総合研修センターにおける教員の ICT活用指導力強化に向けた取組 

授業実践 校内研修 

積極的な 

助言・支援 

全教員 

校内研修の 

バックアップ 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修(第３日)［集合型］ 

12 月 2 日(月) AM(高等学校・特別支援学校) 

PM(中学校) 

12 月 3 日(火) AM(小学校 Windows)  

9 月 13 日(火) PM(小学校 Google) 

 校長の役割 学校ＣIＯ 
(最高情報責任者)

石川県教員総合研修センター 
学校のニーズに応じた指導主事マルチサポートや 

ＧＩＧＡ電話サポート、GIGA スクールライブラリ等 

※GIGA 校内研修推進リーダーは、複数名指定することができる。ただし、GIGA 校内研修推進リーダー研

修に申し込み、受講するのは、原則、各校１名とする。なお、定時制、特別支援学校等については学校

の実態に応じて、複数名を申し込み、受講することができる。 

端末活用基礎スキル研修 

（第１日）[オンデマンド配信］ 

4 月 16 日(火)～5 月 1 日(水) 

（第２日）[集合型］ 

①5月 7 日(火) PM

②5 月 8 日(水) PM

①②は同じ内容を実施する。

 方向性の確認 

 新たな学び 

 取 組 報 告 
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導入 活用 発展 

 

 

 

校内研修を進めることによって教員の学びが深まり、ICT活用指導力が高まります。 

それに伴って、児童生徒の学びの質も高まり、資質･能力も一層確実に育成できるようになります。 
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２ 学びの変容イメージ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
校
内
研
修
（
例
） 

（
推
進
リ
ー
ダ
ー
が
企
画
・
運
営
） 

 

 

 

児童生徒の学びの変容イメージ 

（文部科学省「『未来の学び』構築パッケージ」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の学びの変容イメージ 

 授業実践で 高め合う 

 

知る・考える 

使う・慣れる 

 

ステージ 1 概論、 機器・アプリの使い方 

 
ステージ２ 授業場面ごとの活用例 

 

・ＧＩＧＡスクール構想 

・情報活用能力とは 

・基本的なルール作り 

・トラブル対応 

・端末の基本操作 

・授業支援ソフト等 

の活用 

・協働学習に活用  ・対話的な学びを支援  ・個別最適な学びと協働的な学びの充実 

・児童生徒が自ら端末を文房具として自在に扱えるような支援 

・児童生徒が問題解決に役立てることができるような支援 

 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
等 

 

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
に
よ
る
個
人
の
研
修
） 

ステージ３ 教科における授業実践例 

 

 ステップ３ 

教科の学びをつなぐ。 

社会課題等の解決や 

一人一人の夢の実現に活かす。 

ステップ２ 

教科の学びを深める。 

教科の学びの本質に迫る。 

ステップ１ 

“すぐにでも” ”どの教科でも”

“誰でも”活かせる１人１台端末 

ステップ１ 

“すぐにでも” “どの教科でも”

“誰でも”活かせる１人１台端末 

協働的な学び 

個別最適な学び 

※GIGA校内研修には、全体研修だけでなく、学年会、教科部会、若プロ等も含まれます。 
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ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーは、 

各校におけるＧＩＧＡスクール構想実現の牽引役です。 

学習場面における児童生徒の ICT活用を促進するために、自校の教員の ICT活用指導

力を高める校内研修を企画･運営します。 

 

ICT の活用により、 

・教科の学びを深めたり、各教科の学びをつなげたりするなど、児童生徒の学びの質を向上

させます。 

・児童生徒自身が ICT を含む様々なツールを駆使し、自在に使いこなせる力を育成します。                                                   

 

これらを目指し、管理職が整えた校内の組織体制により、次に掲げることを行います。 

・各校の実態に即した（実態把握）、ＧＩＧＡ校内研修の企画･運営と評価･改善を行います。 

・「ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修」を受講します。 

 

 

         ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーが関わる研修は、次の 2つです。 

 

                                 ・・・・・・ 実態把握・企画・運営・評価・改善 

 

 

                                 ・・・・・・ 受講・還元 

 

 

管理職に相談しながら、校内の教員と連携し 

研修を進めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ 校 内 研 修 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修 

３ ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーとは 
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管理職は、昨年度の成果と課題や学校の実態を踏まえ、ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーを

指定し、推進チームを中心とした校内組織体制を整えます。 

 

ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーは複数名指定することができる。ただし、GIGA 校内研修推進

リーダー研修に申し込み、受講するのは、原則、各校１名とする。なお、定時制、特別支援学

校等については学校の実態に応じて、複数名を申し込み、受講することができる。 

 

 

 

 

 

 

【GIGA校内研修が計画通り進めることができている学校の例】 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

4 校内組織体制（例） 

管理職 主任等  

②主任等で推進チームを組織する例 

学習指導部会 

生徒指導部会 特別活動部会 

進路指導部会 

推進チーム 

①ＧＩＧＡに特化した組織をつくる例 

推進チーム 

教諭等 

積極的な 

助言・支援 

報告・相談 

提案・支援・相談 等 

 

ICT の活用が得意な教員と ICT の活用は苦手

だけれども、授業づくりの上手い教員も推進

チームになることで、わからない教員の困り

感などを捉えた校内研修を行うことができま

す。 

 

主任等が推進チームになることで校内研修の

時間を確実に月の予定に組み込むことができ

ます。高等学校では教科主任で推進チームを

組むことで、月毎に各教科１人ずつ授業を校

内で公開することもできます。 

ＩＣＴ 

支援員等 

主任等兼 

推進リーダー 

 
GIGA 校内研修推進

リーダーの総括 
 

GIGA 校内研修推進

リーダーの総括 
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内容例を参考に、学校の実態に合わせて年間計画を立てます。全体での研修、学年会、教

科部会、若プロ、研究授業等、既存の研修の機会を活用することもできます。 

 

 

 

 

 

 

    

ＧＩＧＡスクール構想の実

現について理解する。 
１人１台端末を活用して、教科の学びを深める。 

１人１台端末を活用して、

教科の学びをつなぐ。 

 

・「ＧＩＧＡスクール構想」 

・１人１台端末の利活用 

・学校におけるＩＣＴを活用 

した学習場面 

・情報活用能力とは 

・情報モラル 

・著作権 

・情報セキュリティ 

・Chromebook の使い方 

・WindowsPCの使い方 

・iPad の使い方 

 

教科で１人１台端末を活

かす。 

 

・教員による教材の提示 

・カメラ機能の利用 

・検索サイトの利用 

・文章作成ソフトの活用 

・プレゼンテーションソフトの

活用 

・表計算ソフトの活用 

・アンケート機能の活用 

・個に応じた学習 

 

・共通実践 

・授業実践の共有 

・研究授業 

・相互に授業を参観 

・模擬授業 

・他校の視察 

 

 

 

・共通実践 

・授業実践の共有 

・研究授業 

・相互に授業を参観 

・模擬授業 

・他校の視察 

 

（授業実践の視点） 

・  児童生徒が自ら端末を用

いて、文房具として自在に

扱うことができる。 

・ 教科の枠を超えて、既習事

項や調べた知識を用いて

問題解決に役立てること

ができる。 

・それぞれの児童生徒が自

ら設定した目標に向けて、

ICT を活用しながら情報

を収集し、整理・分析、まと

め・表現しながら学習の成

果や過程を振り返り・改善

することができる。 

５ ＧＩＧＡ校内研修の内容（例） 

 

児童生徒の学びの変容イメージ 

（文部科学省「『未来の学び』構築パッケージ）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 授業実践で高め合う 
知る・考える 

使う・慣れる 

 

ステップ３ 

教科の学びをつなぐ。 

社会課題等の解決や 

一人一人の夢の実現

に活かす。 

ステップ２ 

教科の学びを深める。 

教科の学びの本質に迫る。 

ステップ１ 

“すぐにでも” “どの教科でも”

“誰でも”活かせる１人１台端末 

（授業実践の視点） 

・ 共同編集機能を利用して短時間で協働学習を

行うことができる。 

・  協働学習を行い、意見を集約したり、広げたり

することで対話的な学びを支援することができ

る。 

・   カメラ機能を使って、考察したこと等を発表や

共有することで学びを深めることができる。 

・  学校、学級の壁を越えた交流授業を行うことが

できる。 

・  アンケートで集約したデータを文章にまとめて

発表するなど、複数の機能を組み合わせて短

時間で効果的に学びを深めることができる。 

・児童生徒が自ら端末を用いて、使用するアプリ

を選択し、表現することができる。 

協働的な学び 
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今まで行ってきた全体での研修、学年会、教科部会、若プロ等の機会を活用し、組織的・

計画的にＧＩＧＡ校内研修を実施します。 

 

①  全体での研修会 

 ・職員会議や職員終礼後等の短時間で実施するミニ研修     

 ・外部講師による講義・演習 

 ・研究授業（事前研究会・事後整理会） 

 ・模擬授業・録画等による授業の再現と分析 

 ・近隣校と連携した研修 

 ・学校全体での共通実践  

 ・先進校の視察を実施し、全体への還流 

 

② 学年や教科等のまとまりでの研修会 

 ・学年会での共通実践、意見交流   

 ・教科部会での共通実践、意見交流   

・優秀マスター動画や ICT活用動画を視聴し、 

端末を活用した授業づくりについて交流する。 

・「優秀・マスター教員に学ぶ」を受講し、 

学んだことを交流する。 

 

③ 若プロでの研修 

 ・日常的OJT で情報交換        

 ・定期的研修（ランチタイム研修等）      

 

④ その他 

 ・教員相互の授業参観週間の設定 

 ・県教員総合研修センターの各種サポートの活用 

   ・先進校への視察 

 

６ ＧＩＧＡ校内研修のもち方（例） 

 
研修したことの 

「実践」が大切ね！ 

 

実践したことは 

「共有」 
しましょう！ 

「よそいき」ではなく、 

「普段着」の研修にしよう。
ね。 

あの時の「失敗」を 

「共有」してくれたので、

うまくできたよ。 

おかげでたくさんのことが 

得られたよ！ 
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 「ＧＩＧＡ校内研修 年間計画」を作成し、ＧＩＧＡ校内研修の目標とプロセスを明確にしまし

ょう。以下の様式を参考に A３用紙１枚程度にまとめてください。 

※この様式は、各校の実態に合わせて変更することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 ＧＩＧＡ校内研修 年間計画の作成 

 

 

手順① 昨年度の成果と課題を整理する 

※令和５年度の年間計画や実践報告などを参考に、自校

の昨年度の取組の成果と課題を整理しましょう。 

 

手順③ 「①成果と課題」から「②目標（めざす姿）」に到達できるように、 
どのような校内研修が必要か、アイディアを出す 

※研修の目的に応じて、研修の形態もいろいろ工夫してみましょう。 

例えば、常に「全体研修」ばかりではなく「少人数グループでの研修」を実施することも考え

られます。参加人数が少なくなる分、参加者のニーズやレベルに焦点化した研修内容にしやす

くなります。 

 また、「ビデオ会議」「動画や資料の閲覧」といった ICT を活用した研修の形態もぜひ検討し

てみてください。時間や距離、場所などの制約を超えた研修が実現しやすくなります。 

※学校や児童生徒の実態をふまえ、自校の「強み」や「弱み」を整理し、意識することも大切です。 

手順② 目標（めざす姿）を考える 
※「誰が」「どんなことをできるようになる」のか具体的に描きましょう。 

※学校教育目標とのつながりも意識しましょう。 

参照：【本冊子】「スタートブック  ５ ＧＩＧＡ校内研修の内容（例）」 

【文部科学省】「教員の ICT活用指導力チェックリスト」「情報活用能力の体系表例」 

 

例えば、学力向上ロードマッ

プや年間研修計画等を作成

していれば、そこにGIGA校

内研修を入れて、一元化す

ることも可能です。 
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スマートスクールネット（SSN）の教員総合研修セン

ター様式より、「ＧＩＧＡ校内研修 年間計画」の様

式及び「ＧＩＧＡ校内研修の進め方（参考資料）」

を、ダウンロードできます。 

 
手順⑥ 全体を俯瞰し、目標が達成できる計画に 

なっているか再考する 
※必要に応じて、計画を加えたり変更したりします。 

 

手順④ １年間の研修を計画する 
※手順③の「校内研修のアイディア」を年間計画に配置、構成しましょう。 

※「いつ」「誰が」「どのようなテーマで」をイメージしながら年間の研修を計画してい

きます。計画しながら「校内研修のアイディア」を追加したり、修正したりしていきまし

ょう。 

※研修に関連する学校研究や学校行事などを行事の欄に記入してご活用ください。 

 

手順⑤ 中間目標を設定する 
※学期末などの区切りで、中間目標を具体的に設定しておくと計画の進捗状

況を確認したり、計画を改善したりする目安になります。 
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  年度末には、ＧＩＧＡ校内研修の目標とプロセスを振り返り、１年間の成果と課題を明確に

し、「ＧＩＧＡ校内研修 実践報告」を作成しましょう。以下の様式を参考にA４用紙１枚程度に

まとめてください。（この様式は、各校の実態に合わせて変更することも可能です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 ＧＩＧＡ校内研修 実践報告の作成 

手順② 実施した校内研修を記入する 
 ※年度当初に立てた計画をもとに、実施した校内研修を修正しましょう。 

   （この様式は各校の実態に合わせて変更することも可能です。） 

 ※２、３月に関しては実施前であれば、計画のままで構いません。 

提出締切：令和７年２月２８日（金） 

ファイルの提出について： 

①実践報告の内容を管理職に確認してもらってください。 

②ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーが、スマートスクールネット（SSN）の 

ＧＩＧＡスクールライブラリの Web サイトからアップロードしてください。 

様式は、スマートスクール

ネット（SSN）の教員総合

研修センター様式より 

ダウンロードできます。 

手順④ 次年度の取組に生かす 
 ※次年度の目標設定や具体的な取組に生かしましょう。 

手順③ 成果と課題を挙げる 

 ※１年間の取組を振り返り、成果と課題を挙げましょう。 

手順① 目標（めざす姿）を記入する 
 ※年度当初に立てた目標（めざす姿）を個々に転記しましょう。 

 

学力向上ロードマップや年間研修計

画等に一元化した場合、学力向上ロ

ードマップや年間研修計画に実施状

況、成果や課題等を記載して提出して

ください。 
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 目 的  ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた役割を理解し、校内研修を企画・運営する力

を身に付ける。 

 対 象  ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー（原則、各校１名） 

第１日 ４月２２日(月)（校種別 GIGA副校長・教頭・部主事研修と合同実施）【ライブ配信】 

・実践発表 

・講義 「Next GIGA」（※校種別の内容） 

・協議 「校内研修の推進に向けて」（※各校内で協議する。可能であれば校長も参加） 

・準備する物  令和６年度 ＧＩＧＡ校内研修 年間計画  

           

 

 

第２日 【ハイフレックス（集合型または、ライブ配信から選択）】 

各校の教育課題に応じて、以下より１つ選択する。 

・6 月 17日(月)PM 内容 デジタル・シティズンシップ 

・7 月 31日(水)PM 内容 学習者用デジタル教科書 

・11月 5日(火)PM 内容 個別最適な学びの在り方 

 ※令和３～５年に GIGA校内研修推進リーダー研修を受講していない場合は、集合型を選択することが

望ましい。 

 

           

 

第３日 １２月 2日(月)<AM 高・特> ＜PM 中＞【集合型（教員総合研修センター）】 

3 日(火)<AM 小Windows> <PM 小 Google>（校種別※小学校は端末別） 

・グループ協議 「これまでの取組を終えて」 

・講義 「次のステップに向けて」（※校種別の内容） 

・準備する物  校内研修の取組を総括した発表資料（成果と課題）  

 

 

 

 

提出物  実践報告（締切：令和７年２月２８日）  

9 ＧＩＧＡ校内研修推進リーダー研修 

所属校 

授業実践 校内研修 全教員  

所属校 

所属校 

授業実践 校内研修 全教員  

授業実践 校内研修 全教員  
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ＧＩＧＡスクールライブラリ（「※スマートスクールネット→オンライン研修」に掲載）に、自由

に学ぶことができるオンデマンド動画やGIGA校内研修の参考となる資料があります。 

※スマートスクールネット用の ID・パスワードをご準備ください。なお、臨時的任用講師、再任用教諭等に 

ついては、各校に付与しているゲスト ID を用いてログインして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＧＩＧＡスクールライブラリのオンデマンド動画リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ＧＩＧＡスクールライブラリ 

ステージ 1 概論、 機器・アプリの使い方 

 
ステージ２ 授業場面ごとの活用例 

 

 

Ｇ
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ステージ３ 教科における授業実践例 

 

発展 活用 導入 
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ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた各校の校内研修及び教員の授業づくりを応援 

します！！ 

１ 指導主事マルチサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＧＩＧＡ電話サポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、各校で実施される校内研修計画の企画・

運営等について、電話で相談を受けます。ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーや管理職で

困っていることがあればご相談ください。 

 

 

１１ ＧＩＧＡに関するサポート 

今年度、「指導主事派遣サポート」と「ＧＩＧＡ出前サポート」を統合して、「指導主事マルチサ

ポート」が始まりました。「オンライン」で実施するサポートの充実も図ります。 

 
 
 
 

 

各校種・各教科に対応します。  

地域全体や少人数など様々な人数に対応します。 

研修申込システム内の「サポート仮申込」よりお申し込みください。 

 

ＧＩＧＡスクールサポート課 

０７６-２９８-1613（直通） 

ＧＩＧＡ校内研修スタートブック２０２４ 

令和６年３月２２日 発行 
 

石川県教員総合研修センター 

 

〒921-8153  石川県金沢市高尾町ウ 31番地 

℡ ０７６-２９８-３５１５（代表） 

０７６-２９８-1613（GIGA スクールサポート課直通） 




